
法 ③ 施設利用者からのアンケート
④

実績 ④

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7

文化芸術に触 ①市民 ①、②文化芸術に 美術館、陶芸館入 目標 16,000 17,000 18,000 19,000 文化資源の有 ①天明鋳物 ①、②、③特色あ 天明鋳物を知って 目標 75.5 76 76.5 77
① 人 ① ％

れる機会の充 ②児童・生徒 触れ、体験する機 館者数 実績 6,285 - - - 効活用 ②郷土芸能 る地域資源の有効 いる割合 実績 72.5 - - -

実 ③文化団体 会を拡充する。 学校訪問事業等実 目標 15 17 19 21 ③吉澤記念美術 活用を図り、地域 伝統芸能事業への 目標 5 7 9 12
② 校 ② 団体

③市民文化の核と 施数 実績 30 - - - 館収蔵品 の活性化につなげ 参加団体数 実績 4 - - -

なる文化協会や（ イベント実施団体 目標 76 77 78 79 る。 吉澤記念美術館入 目標 14,000 14,500 15,000 15,500
③ 団体 ③ 人

公財）事業団との 数 実績 81 - - - 館者数 実績 4,745 - - -

連携を図る。 目標 目標
④ ④

実績 実績

文化芸術施設 ①施設利用者 ①施設利用者の満 施設利用者の満足 目標 86 86.5 87 87.5 目標
① ％ ①

の基盤強化 足度を高めるとと 度が高い割合 実績 83.3 - - - 実績

もに、利用者の増 施設利用者数（５ 目標 210,000 215,000 220,000 225,000 目標
② 人 ②

加を図る。 館） 実績 149,619 - - - 実績

目標 目標
③ ③

実績 実績

目標 目標
④ ④

実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和4年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

・学校や指定管理者と連携し、市民へ文化芸術に触れる機会を提供するとともに、特に次代を担う子どもたちへ、 【取組方針の達成状況】

身近な伝統文化や地域の芸術家との関わりを持つ機会の充実に努める。 ■ 全て達成 ・市民、特に子どもたちを対象に、音楽、演劇等本物の文化芸術に触れる機会を設けた。

・市民の文化活動や各種団体を統括する組織である文化協会と連携し、佐野ケーブルテレビを活用した文化祭の開 ・コロナ禍の中で、各団体が工夫して、茶会や音楽会等を対面で実施し始めたほか、佐野市民文化振興事業団の
取組

催等、活動を支援する。また、公益財団法人佐野市民文化振興事業団との共催等、官民連携事業を実施する。 □ 一部未達成 公益財団化10周年を記念した事業を共催した。
方針

・特色ある地域資源である「天明鋳物」に関係する事業を継続して実施し、鋳物のまちづくりを進める。また、地 ・１月に、天明鋳物が地域団体商標として登録が実現した。また、2月には、「天明鋳物発見！体験！フェア」

域の伝統芸能について、世代間での交流活動を推進することで、後継者の育成につなげる。 □ 全て未達成 を開催し、作品や生産用具の展示、鋳物の制作体験や鋳物作品を活用した各種ワークショップ等を行った。
施

・文化会館のリニューアルについて、実施方針を確定する。また、吉澤記念美術館は開館２０年となるため、記念 ・災害やコロナ禍以来、約４年ぶりの牧歌舞伎地元公演及び

令

郷土芸能フェスティバ

和

ルを開催できた。
策

の

５

展示会を開催する。 ・

年

吉澤記念美術館の開館

度

20周年として、菜蟲

　

譜や天明鋳物由来の作

施

品等を展示した。

□ 全

策

て達成 ・文化会館リニ

・

ューアル事業について

基

、6月に実施方針を公

本

表した。

【成果指標の

事

達成状況】
成果

□ 一部

業

未達成 ・学校訪問事業

マ

や文化団体の各種事業

ネ

の回数が増え、コロナ

ジ

禍以降の活動が活発化

メ

している様子が見られ

ン

るが、
指標

美術館等の

ト

入館者数はコロナ禍前

シ

の状況には至っていな

ー

い。

■ 全て未達成

基本

ト

事業名 令和4年度基本

　

事業の取組方針 基本事

（

業の取組方針・成果指

令

標達成状況 基本事業名

和

令和4年度基本事業の

４

取組方針 基本事業の取

年

組方針・成果指標達成

度

状況

文化芸術に触れる

実

・子どもたちの文化芸

績

術に触れる機 取組方針

に

■ 全て達成 □ 一部未達

基

成 □ 全て未達成 文化資

づ

源の有効活 ・天明鋳物

く

のまちづくりを推進し

評

、 取組方針 ■ 全て達成

価

□ 一部未達成 □ 全て未

）

達成

機会の充実 会を充

 

実させるため、学校と

作

の連携 成果指標 □ 全て

成

達成 ■ 一部未達成 □ 全

日

て未達成 用 ブランド力

 

を高めるため、「商標

 

登 成果指標 □ 全て達成

令

□ 一部未達成 ■ 全て未

和

達成

により地元芸術家

 

によるワークショ 【取

6

組方針の達成状況】 録

年

」の手続きを継続して

 

進めていく 【取組方針

3

の達成状況】

ップ等を

月

実施する。 ・子どもた

 

ちへの文化芸術活動の

5

アプローチとして、プ

日

ロによる音 。 ・天明鋳

基

物が１月に「地域団体

本

商標」として登録され

目

た。また、Ｐ

・文化協

標

会、文化振興事業団、

名

指定 楽や演劇鑑賞等を

0

実施した。 ・栃木県無

2

形民俗文化財「牧歌舞

新

伎 Ｒ事業として２月に

た

「天明鋳物発見！体験

な

１フェア」を開催した

流

。

管理者等の事業との

れ

共催・支援を図 ・ウィ

の

ズコロナを反映した安

創

全安心な市民文化祭の

造

運営支援、文化 」の地

に

元開催を通して、次世

よ

代を担 ・牧歌舞伎及び

る

郷土芸能フェスティバ

賑

ルを開催し、コロナ禍

わ

以降の

り、市民が身近

う

に文化芸術に親しむ 振

ま

興事業団記念事業の共

ち

催等を実施した。 う子

づ

どもたちの参画、世代

く

間交流を 伝統芸能の発

り

信を再開できた。

機会

文

を提供する。 ・吉澤記

化

念美術館２０周年記念

推

事業として、「菜蟲譜

進

」を目玉とす 促し、後

課

継者の育成を図る。 ・

政

学校に訪問し、フレス

策

コ画制作の体験を実施

体

し、地域産業から派

・

系

吉澤記念美術館の開館

政

２０年を記 る所蔵企画

　

展を開催した。 ・「漆

策

喰」を利用したフレス

　

コ画制 生した芸術文化

名

に触れる機会を設けた

0

。

念し、国の重要文化

3

財「菜蟲譜」を 【成果

歴

指標の達成状況】 作等

史

、特色ある地域資源を

・

活用し、 【成果指標の

文

達成状況】

展示し、市

化

民が美術に関心を持つ

を

よ ・学校訪問事業や文

守

化団体による事業は、

り

目標を達成しており、

育

コ 地域の歴史・文化の

て

再認識を図る。 ・すべ

る

ての指標が目標を下回

ま

ったが、感染症対策の

ち

制限が緩和され

うな魅

づ

力を感じる企画展を開

く

催する ロナ禍から文化

り

活動が活発になりつつ

施

あるが、美術館、陶芸

策

館の入 、文化芸術活動

主

が元に戻る過程の段階

管

であることや、天明鋳

課

物は、

。 館者数は目標

長

を下回った。 商標登録

施

や各種イベントの実施

　

により、双方の数値は

策

今後向上する
基

ことが

　

期待できる。
本

事
文化

名

芸術施設の基 ・文化会

0

館では、リニューアル

1

（設 取組方針 ■ 全て達

文

成 □ 一部未達成 □ 全て

化

未達成 取組方針 □ 全て

芸

達成 □ 一部未達成 □ 全

術

て未達成
業

盤強化 備の

活

大規模更新）のための

動

実施方針 成果指標 □ 全

の

て達成 □ 一部未達成 ■

推

全て未達成 成果指標 □

進

全て達成 □ 一部未達成

林

□ 全て未達成

を決定す

田

る。また、民間事業者

　

を公 【取組方針の達成

治

状況】

募する募集要項

美

の作成についても準 ・

施

文化会館リニューアル

策

事業は、6月に実施方

関

針を公表、R5.3月

係

に

備を進める。 事業参

課

入の募集要項を事業評

文

価委員会に諮り、R5

化

.4月に公表した。

・

財

吉澤記念美術館では、

課

入館者が安 ・美術館の

１

維持管理においては、

．

空調設備の修繕等を行

施

い快適な環

全で快適に

策

鑑賞できるよう、施設

の

の 境維持に努めた。

適

目

切な維持管理に努める

的

。 【成果指標の達成状

と

況】

・コロナ禍の外出

成

自粛による利用者減の

果

状況から脱しきれず、

把

目標

を大きく下回った

握

。

４．施策の基本情報

こ

社会情勢変化、国・県

の

の動向、市民・議会意

施

見等 施策の成果向上に

策

向けての役割分担

・社

は

会の状況が著しく変化

、

する中で、観光、まち

誰

づくり、国際交流、福

、

祉、教育、産業等の関

何

連分野との連 市民 事業

を

所 行政

施 携を視野に入

対

れた、総合的な文化芸

象

術政策の展開が求めら

と

れ、特に、文化を起点

し

とした観光と経済の振

て

興に ・文化芸術に関わ

い

る展覧会や体験教室等

る

に積極 ・企業には、文

か

化芸術活動への協力や

対

支援が ・積極的に文化

象

芸術情報を収集し、広

指

く市民

策 対する期待が

標

高まっている。また、

単

各地方公共団体におい

位

て、その地域の特性に

R

応じた文化芸術に関す

4

る施 的に参加すること

R

が求められる。 求めら

5

れ、地域社会を構成す

R

る一員として、 に提供

6

するよう努める。

の 策

R

を積極的に推進するこ

7

と、を推進している。

①

（国） ・市民文化の主

文

体は市民自身であり、

化

自身の活 地域の活性化

芸

に貢献していくことが

術

期待され ・現代的なも

施

のから伝統的なものま

設

で、様々

基 ・心豊かな

の

県民生活と地域社会の

利

実現に向け「みんなで

用

育み、誇るとちぎの文

者

化」を基本目標とし、

が

文化振 動や団体の活動

多

の情報を積極的に発信

い

するよう る。 な分野の

ほ

文化芸術に触れる機会

ど

の提供や活動

本 興施策

文

の取組を展開する。（

化

県） 努める。 の支援に

活

努める。

本 ・鋳物展示

動

施設の設置等、天明鋳

が

物を活用したまちづく

活

りの要望（市民、市議

発

会） ・様々な伝統芸能

に

を次世代へ継承するよ

行

うに努 ・文化芸術活動

わ

の拠点となる施設につ

①

いて、

情 ・伊藤若冲の

市

「菜蟲譜」の定期的な

民

公開、自己保有してい

①

る美術品の寄贈の要望

市

（市民） める。 安全安

の

心に利用できるよう環

人

境整備に努める

報 。

５

口

．施策全体の総括・今

人

後の課題・今後の方向

1

性
施策の成果実績と施

1

策の基本情報及び施策

5

コストに関する全体総

,

括 今後の課題 今後の方

7

向性

・コロナ禍により

0

、芸術文化の発表や鑑

0

賞の場が極めて限定さ

-

れていたが、制限が徐

-

々に緩和されるととも

-

に、 【令和5年度で解

れ

決する課題】 ①佐野市

て

文化協会や（公財）佐

い

野市民文化振興事業団

る

等の各種団体や

運営方

と

法を工夫し、「ウィズ

考

コロナ」の活動が定着

え

し、文化芸術活動が再

ら

開されつつある。 ・文

れ

化会館リニューアルの

る

事業者を決定し契約を

た

締結するとともに、 、

め

本市ゆかりのプロの芸

、

術家と連携し、市民が

ま

文化芸術に親しむ機会

た

・郷土芸能についても

何

、再開の動きが出てい

ら

るが、コロナ禍の間に

か

、構成メンバーの高齢

の

化で活動できなくなっ

文

市民に長期休館を周知

化

する。 を充実させる。

活

た団体も出ており、団

動

体の存続、技能の継承

を

が課題となる。 【令和

行

6年度以降にも引き継

う

がれる課題】 ②「天明

施

鋳物」や「牧歌舞伎」

策

等の文化資源を継承す

の

るために、ＰＲ

・文化

目

芸術発表の場や学校訪

的

問事業が増える一方で

②

、美術館や陶芸館の入

文

館者数が伸び悩んでい

化

る。コロナ前の ①文化

資

芸術活動に触れる機会

源

の充実 の機会を充実さ

②

せる。特に、注目され

指

る天明鋳物については

定

、田村耕

入館者の年齢

文

層が比較的高めであっ

化

たことが一因とも考え

財

られるので、若年層を

、

中心に幅広い年齢層に

登

向けた企 ②伝統的な文

録

化資源の活用と継承の

文

ための支援 一作品をは

化

じめとする他の文化資

財

源とのコラボや観光・

件

スポーツ事業

画やＰＲ

数

方法を検討する必要が

件

ある。 ③文化芸術施設

2

のハード、ソフト両面

6

からの基盤強化 等とも

9

連携し、文化資源とし

-

ての磨き上げを進める

-

。

・天明鋳物は、地域

-

団体商標に登録され、

か

人々の関心が高まりつ

、

つある。これを強みと

講

した新たな展開が期待

演

さ 【令和6年度の重点

会

課題】 ③文化会館のリ

や

ニューアル及びあくと

展

プラザや美術館等の適

示

切な維持

れている。 ④

会

特に若年層の市民が文

等

化芸術活動に関心を持

に

ち、何らかの形で参加

参

管理による快適な環境

加

整備と併せ、魅力ある

・

事業を企画することで

活

、

・文化会館リニュー

動

アル事業について、リ

し

ニューアル内容や事業

て

の進め方等に関心が寄

い

せられている。また、

る

R する機会の充実 市民

割

に親しまれる施設を目

合

指す。

６年度から３年

を

間休館になることによ

増

り、従来の定期的な利

や

用者から代替施設を心

す

配する声もある。 ⑤文

「

化会館リニューアル事

対

業の進捗管理 ④R6年

　

度に、佐野市文化協会

象

が設立20周年を迎え

」

ることから、協会と

・

③

施策コストについては

文

、施策のR4年度決算

化

総額164,915千

芸

円。前年度決算総額1

術

64,149千円。 連

施

携して、文化芸術活動

設

を積極的にＰＲし、市

③

民の文化芸術活動に対

市

文化会館リニューアル

内

事業が加わり、文化会

の

館費の決算額が増とな

文

ったが、文化振興費に

化

おいて、佐野ルネッサ

芸

する関心を高め、活動

術

や鑑賞をとおして文化

施

芸術に親しむ市民（特

設

に

ンス鋳金展開催事業

数

の終了等の事業の見直

（

しを行い、前年比76

市

6千円の増程度に抑え

立
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館

⑤R6年度は設計の段
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階となる文化会館リニ
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ューアル事業について
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、技

術センター部と連

-
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とが、活発な状態につながると考えられるため、設定し

④ 成果指標 た。

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 R4 R5 R6 R7 設定の考え方 ②文化財や郷土芸能を知っている割合が高いほど、文化資

①市民の文化芸術活動が活発に行われている状態 文化活動を行うか、美術館や展示会、講演 目標 53.5 55 56.5 58 源に関心を持っていると考え設定した。
① ％

②文化資源が関心を持たれる状態 会などに参加・鑑賞している割合 実績 43.1 - - - ③施設利用者の満足度が高いほど、施設の充実が図られて

③施設を利用した時の満足度が高い状態 市内の文化財、郷土芸能を知っている割合 目標 75.5 76 76.5 77 いると考え設定した。
施策の目的 ② ％

（天明鋳物） 実績 72.5 - - -
「意　図」

施設利用者の満足度が高い割合 目標 86 86.5 87 87.5 ① 市政に関するアンケート
③ ％

実績 83.3 - - - 成果指標の ② 市政に関するアンケート

目標 取得方


